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「
ね
ん
き
ん
」
に
つ
い
て

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
講
師
を

招
き
、
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
、

厚
生
年
金
の
離
婚
分
割
開
始
な
ど

最
新
の
年
金
制
度
改
正
情
報
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　

説
明
後
、
引
き
続
き
個
別
相
談

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

1
月
17
日（
水
）午
後
2

時
〜
4
時（
午
後
1
時
30
分
開
場
）。

◆
会
場　

区
役
所
3
階
大
会
議
室
。

◆
対
象
者　

区
内
に
お
住
ま
い
の

方
。

◆
定
員　

80
人
（
先
着
順
）。

◆
参
加
料　

無
料
。

◆
申
込
方
法　

1
月
16
日（
火
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

市
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎（
222
）4
8
9
4

清
田
区
人
材
育
成
講
座

　

金
融
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
設
計
・

家
計
管
理
に
ま
つ
わ
る
話
題
と
地

域
の
活
動
者
と
の
交
流
を
テ
ー
マ

に
、
毎
月
1
回
木
曜
日
に
講
演
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。　

◆
テ
ー
マ
「
多
重
債
務
・
選
択
と

自
己
責
任
」、「
清
田
区
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
」。

◆
日
時　

2
月
8
日（
木
）午
後
6

時
45
分
〜
9
時
。

◆
会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
（
清
田

1
条
2
丁
目
）
集
会
室
4
。

◆
講
師　

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ

ー　

武た
け

田だ

佳か

世よ

子こ

氏
、
清
田
区
未

来
ネ
ッ
ト　

工く

藤ど
う

隆た
か
し

氏
。

◆
定
員
・
参
加
料　

20
人
・
無
料
。

◆
申
込
方
法　

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
そ
の
他　

3
月
の
講
座
は
、
3

月
8
日（
木
）に
行
い
ま
す
。

◆
申
込
先　

清
田
区
未
来
ネ
ッ
ト

金
融
学
習
グ
ル
ー
プ　

鯉こ
い

渕ぶ
ち

佳か

代よ

☎（
884
）3
6
7
3

FAX（
884
）3
9
9
1

E-mail:HOmiraiNETTO@aol.com

地
域
振
興
課
地
域
活
動
担
当

☎（
889
）2
4
0
0（
内
線
256
）

応
急
手
当
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
命
を
救

い
た
い
と
い
う
勇
気
を
、
救
命
の

助
力
に
変
え
る
た
め
、
応
急
手
当

講
習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
講
習
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
方
法
を
含
め
た
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
や
人
工
呼
吸
の
方
法
な
ど
を

習
得
し
ま
す
。
講
習
終
了
後
に
は

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

◆
日
時　

年
末
年
始
を
除
く
祝
日

の
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
。

◆
会
場　

清
田
消
防
署
（
平
岡
1

条
1
丁
目
）
1
階
講
堂
。

◆
受
講
料　

無
料
。

◆
申
込
方
法　

講
習
会
前
日
ま
で

に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

清
田
消
防
署
警

防
課
消
防
係
☎（
883
）2
1
0
0

市
民
健
康
教
育
の
お
知
ら
せ

　

医
療
と

保
健
に
ま

つ
わ
る
最

新
情
報
を

テ
ー
マ
に
、

講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

◆
テ
ー
マ
「
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

〜
排
尿
困
難
・
尿
も
れ
〜
」。

◆
日
時　

1
月
30
日（
火
）午
後
2

時
〜
3
時
。

◆
会
場　

区
役
所
2
階
保
健
セ
ン

タ
ー
講
堂
。

◆
講
師　

き
よ
た
泌
尿
器
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長　

尾お

田だ

寿と
し

朗あ
き

氏
。

◆
申
込
方
法　

直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
（
費
用
は
無
料
）。

健
康
・
子
ど
も
課
健
や
か
推

進
係

☎（
889
）2
4
0
0（
内
線
525
）

　

2
月
1
日（
木
）〜
9
日（
金
）

は
、
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
で

す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ

れ
に
ち
な
ん
で
講
演
会
や
運
動

教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

健
康
・
子
ど

も
課
健
や
か
推
進
係

☎（
889
）2
4
0
0（
内
線
525
）

生
活
習
慣
病
予
防
週
間
の

お
知
ら
せ

　

①
市
民
健
康
教
育

◆
テ
ー
マ　
「
知
っ
て
い
ま
す
か
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」。

◆
日
時　

2
月
5
日（
月
）午
後
2
時
〜
3

時
。

◆
会
場　

区
役
所
2
階
保
健
セ
ン
タ
ー
講

堂
。

◆
講
師　

医
療
法
人
社
団
鈴
木
内
科
医
院

院
長　

鈴す
ず

木き

郷ご
う

氏
。

◆
申
込
方
法　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
（
費
用
は
無
料
）。

　

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

危
険
度
チ
ェ
ッ
ク

◆
日
時　

2
月
5
日（
月
）午
後
1
時
〜
2

時
。

◆
会
場　

区
役
所
2
階
保
健
セ
ン
タ
ー
会

議
室
。

◆
内
容　

血
圧
測
定
、
腹
囲
の
計
測
、
体

脂
肪
測
定
、
①
に
参
加
さ
れ
る
方
の
み
血

管
年
齢
測
定
を
行
い
ま
す
。

◆
定
員　

50
人
（
先
着
順
）。

◆
申
込
方
法　

1
月
22
日（
月
）〜
2
月
1

日（
木
）の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
電
話

ま
た
は
直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

③
運
動
教
室
「
有
酸
素
運
動
で

　
　
　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
ー
減へ

ル
ス
教
室
」

◆
日
時　

2
月
9
日（
金
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分
（
午
前
10
時
〜
10
時
15
分
受
け
付

け
）。

◆
会
場　

区
役
所
3
階
健
康
増
進
フ
ロ
ア
。

◆
内
容　

血
圧
・
体
脂
肪
・
腹
囲
測
定
、

有
酸
素
運
動
。

◆
対
象
者　

区
内
に
お
住
ま
い
の
生
活
習

慣
病
予
防
に
関
心
の
あ
る
方
（
運
動
制
限

の
あ
る
方
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

◆
定
員　

40
人
（
先
着
順
）。

◆
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴（
土
足
禁
止
）、

運
動
し
や
す
い
服
装
（
更
衣
室
あ
り
）、

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
飲
料
水
、

お
持
ち
の
方
は
健
康
手
帳
。

◆
申
込
方
法　

1
月
22
日（
月
）〜
2
月
1

日（
木
）の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
電
話

ま
た
は
直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

1
月
8
日（
祝
）午
前

11
時
〜
11
時
35
分
（
午
前
10
時

30
分
受
け
付
け
開
始
）。

◆
会
場　

清
田
区
体
育
館
（
平

岡
1
条
5
丁
目
）。

◆
対
象
の
方　

左
記
の
と
お
り
。

◆
そ
の
他　

当
日
、
清
田
区
体

育
館
の
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。地

域
振
興
課
地
域
活
動
担
当

☎（
889
）2
4
0
0（
内
線
255
）

成
人
式
の
ご
案
内

昭
和
61
年
4
月
2
日
〜
昭
和
62
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方
で
、

①
区
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

を
し
て
い
る
方
。

②
住
民
登
録
は
し
て
い
な
い
が
、
区
内
に

帰
省
中
の
方
。

昭
和
60
年
4
月
2
日
〜
昭
和
61
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方
で
、

③
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
札
幌
市
に
転
入
し
、

ほ
か
の
市
町
村
で
成
人
式
を
終
え
て
い
な

い
方
。

※
①
の
方
に
は
、
既
に
案
内
状
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
②
、
③
の
方
は
当
日
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

清田区ロビーコンサート
　琴と尺八による邦楽をお届けします。
日　　時　1月25日㈭午後0時20分～0時50分
会　　場　区役所1階西側ロビー
演 奏 者　琴友会
曲　　目　千鳥曲、六段調、ほか
入 場 料　無料
申込方法　当日、直接会場にお越しください。
　詳細：地域振興課地域活動担当　
　　　　　　☎889-2400（内線256）

自
治
振
興
功
労
者
表
彰

　

長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
発

展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
功
績

を
た
た
え
、
11
月
17
日（
金
）、

「
平
成
18
年
度
札
幌
市
自
治
振

興
功
労
者
」
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

清
田
区
か
ら
は
、
清
田
中
央

地
区
町
内
会
連
合
会
副
会
長
の

森も
り

美み

代よ

子こ

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。    

　

心
か
ら
、

お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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1月1日からのお知らせ
清田区の人口・世帯数　平成18年12月1日現在

（　）内は前月比
人　口　113,617人（＋116）
　男　 　54,013人（＋ 53）
　女　 　59,604人（＋ 63）

  　世帯数 41,281世帯（＋110） 1月1日からのお知らせ



◆日時　1月13日㈯午前10時～正午
◆会場　清田南小学校（清田5条2丁目）
◆参加方法　
　　当日、直接会場にお越しください。
　　就学前のお子さんは保護者の方とご参加ください。
詳細：清田南小学校　☎881－1975

　小学生や乳幼児と地域の皆さんが、遊びを通してふれあう
イベントです。昔遊びや工作・ゲームなどで、一緒に楽しく
遊びましょう。

　ソリ引き・色雪・雪だるま作りなど子どもたちの遊びを中
心に、地域の皆さんが集い、ふれあいを楽しむお祭りです。
寒くなったときに暖をとる部屋や、赤ちゃんが遊べる部屋も
あります。参加は無料。
※悪天候の場合は中止となる場合がありますのでご了承くだ
さい。
◆日時　1月12日㈮午前10時30分～正午
◆会場　清田市民交流広場（区役所前）
◆参加方法
　　暖かい服装で、直接会場にお越しください。
　　就学前のお子さんは保護者の方とご参加ください。
◆その他
　　 当日に遊ぶ、イグルー作りを行います。どなたでも参加
できますので、体験してみた
い方は1月10日㈬・11日㈭の
午前10時～正午に直接会場に
お越しください。

詳細：健康・子ども課子育て支援係
☎889－2400（内線570）

第4期少年少女バドミントン教室
受講生募集！

◆申 込期間：1月10日㈬～1月14日㈰の午前9時～午後9時に、電
話または直接窓口でお申し込みください。

◆抽 選日時：1月15日㈪午前10時から公開抽選
　　 1月15日㈪午後2時～16日㈫午後9時に抽選結果を電話でご確
認ください。

◆納入期間：1月16日㈫～1月21日㈰の午前9時～午後8時
申込先・詳細：清田区体育館・温水プール
　　　　　（平岡1条5丁目）　☎882－9500

対 象 曜日 回数 期間（予定） 実施時間 定 員 受講料
小学校
3～6年生 水・金 20 1/26～3/23 午後4時30分　　　～6時 30人 9,700円

たのしいおはなしの会
◆日時　1月：18日㈭午前10時30分、27日㈯午後2時30分
　　　　2月：1日㈭午前10時30分、10日㈯午後2時30分
◆会場　お話し室
◆対象　幼児から（親子でどうぞ）
詳細：清田図書館（区役所4階）　　☎889－2484

　あしりべつ郷土館まつりで、冬休みの楽しい思い出づくり
をしませんか。子どもワンダーランドも同時に開催します。
◆日時　1月12日㈮午前10時30分～午後3時（午後2時30分入場締め切り）
◆会場　区民センター（清田1条2丁目）
　　　　（あしりべつ郷土館、区民ホールほか）
◆内容
　①あしりべつ郷土館まつり
　　 昔の生活体験（石臼、ランプ体験）コーナー、昔遊び、駄
菓子屋さんでの買い物コーナー、紙芝居、ウルトラ○
クイズ（午後2時30分から）ほか。

　②子どもワンダーランド
　　 札幌市在住の外国人の方から、母国の遊びを教えてもら
い、楽しく外国の文化に触れる国際交流イベント。

　　•午前の部　午前11時～午後0時30分（ナイジェリア、ネパール）
　　•午後の部　午後1時～2時30分（インドネシア、エジプト）
◆参加方法
　　当日、直接会場にお越しください。

詳細：①北野まちづくりセンター　☎883－0373
　　　②子どもの権利推進課　　　☎211－2942

◆開設期間　
　　1月13日㈯～3月11日㈰
　　※積雪状態により変更あり。
◆開放時間
　　午前9時～午後5時
◆駐車場
　　運動公園東側のみ開放（20台程度）。
　　※スキー利用者以外の駐車はできません。

　初心者向けの歩くスキー
コース（約1.3キロ）を、平
岡公園（道央自動車道東側
運動公園）内に開設します。
　隣接してソリ遊びなどが
できる広場もありますので
ご家族連れでぜひどうぞ。

詳細：健康・子ども課健やか推進係☎889－2400（内線525）

梅林

道
央
自
動
車
道

厚別
中央
通

平岡公園

駐車場

歩くスキー
コース
（運動公園）
Ｐ

Ｎ

申込先・詳細： 清田区子ども会育成連合会
（清田1条2丁目　区民センター内）
☎883－7761　FAX 883－2237

　子ども雪合戦大会を開催します。お友達とチームを作って
参加してみませんか。
◆日時　2月18日㈰午前9時～午後3時（予定）
◆会場　清田市民交流広場（区役所前）
◆対象　区内の小学生
◆チ ーム構成　選手9人（補欠2人含む）、監督１人。小学
1・2年生のみのチームは選手に父母2人（バックスの
み）まで参加できます。

◆募集チーム　35チーム
◆参加料　1チーム1,500円（保険料含む）
◆申 込方法　1月4日㈭～26日㈮（土・
日曜、祝日を除く）に、申込書（下
記窓口で配布）に必要事項を記入
し、直接窓口へ持参するかファク
スで送付してください（先着順）。

せっか

◆日時・会場　
　　2月6日㈫午前10時～正午　北野台児童会館

（北野4条5丁目）　　　　
　　2月9日㈮午前10時～正午　北野児童会館

（北野4条2丁目）　　　　
◆参加方法　
　　当日、直接会場にお越しください。
　　就学前のお子さんは保護者の方とご参加ください。
詳細：健康・子ども課子育て支援係☎889－2400（内線570）

　地域の方が楽しい遊びをたくさん用意しています。児童会
館にぜひ遊びに来てください。親子で一緒に楽しみましょう。
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里美ふれあいクラブからのお知らせ
講　　　座　　　名 日　　時 定員 申

込
方
法

1月19日㈮までに電話または直接窓口でお申し込みください（土・
日曜、祝日を除く午前8時45分～午後5時15分）。申し込み多数
の場合は抽選を行い、当選者のみはがきで通知します。パソコン講座（入門）

「ホームページを見てみよう！！」
文字入力に自信のない方を対象にホー
ムページを見て楽しみます。

2月5日㈪
午前10時～正午 10人 受　

講　

料

受講料500円。受講が決定した方は、1月31日㈬までに窓口で納めてく
ださい（土・日曜、祝日を除く午前8時45分～午後5時15分）。期限ま
でに受講料の納入がない場合は、キャンセルになります。一度納入い
ただいた受講料はお返しできませんのでご了承ください。「ふれあいティータイム」「トークd

デ

eランチ」はお休みです。

会　

場

里塚・美しが丘まちづくりセンター内
「里美ふれあいクラブ」スペース。

そ
の
他

「里美ふれあいクラブ」では、里塚・美しが丘地区の情報誌「里
美の風」に掲載する記事を募集していますので、ホットなニュー
スや身近な話題がありましたら、里塚・美しが丘まちづくりセン
ターにご連絡ください。

申込先・詳細：里塚・美しが丘まちづくりセンター（里塚2条6丁目1-3里塚ノースヴィレッヂ2階）☎884-1210

区民センター第3期定期講座
講　　　座　　　名 内　　　　　　容 日　時　・　会　場 定員 受　講　料 

教　材　費

インターネットで
『ブログ』を作ろう！

流行の『ブログ』。実際に自分の『ブログ』を作っ
てみませんか。ブログ上での便利な機能も学べ
ます（パソコンの操作ができる方に限ります）。

1月29日㈪、31日㈬、2月1日㈭、
2日㈮、5日㈪、7日㈬

午後1時30分～3時30分 20人 3,400円
1,000円

視聴覚室

体すっきり！骨盤体操
骨盤の矯正をする体操です。体をすっきりした
い方にお勧めします。家庭でもできるジムボー
ルを使った体操も行います。

1月30日㈫、2月6日㈫、13日㈫、
20日㈫、27日㈫、3月6日㈫

午前9時30分～11時30分 20人 3,600円
  945円

集会室2・3

～“土”をたのしむ～
陶芸入門

初めての方でも簡単に作れる変わり板皿や素敵
なマグカップ、使い勝手のよい湯のみなど、手
作りならではの温かみのある自分だけのスペ
シャルな「うつわ」を作ってみませんか。

2月2日㈮、9日㈮、16日㈮、
23日㈮、3月2日㈮、9日㈮

午前10時～正午 20人 4,000円
2,900円

陶工芸室
対　　象 区内にお住まいかお勤めの15歳以上の方（中学・高校生を除く）。※お子さんを連れての受講はできません。

申込方法

1月13日㈯～17日㈬の午前9時～午後5時に、電話または直接窓口でお申し込みください。申し込み多数の場合は1月18日
㈭午前10時30分に区民センターロビーで公開抽選（立ち会い自由）を行い、当選者、補欠者のみ電話で結果をお知らせします。
定員に満たない講座は、申込締め切り日を過ぎても受け付けを行い、定員になり次第締め切ります。
また、申込者が少ない講座は、中止する場合があります。

納入方法 受講確定後、1月23日㈫までの午前9時～午後5時に受講料と教材費を窓口で納めてください。一度納入いただいた受講
料はお返しできませんので、ご了承ください。

申込先・詳細：清田区民センター運営委員会（清田1条2丁目）☎883- 2050

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

毎
月
第
2
水
曜
日
に
「
胃
・
大

腸
が
ん
検
診
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
診
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
電
話

で
予
約
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

2
月
14
日（
水
）午
前
8

時
45
分
〜
10
時
（
受
け
付
け
）。

◆
会
場　

区
役
所
2
階
保
健
セ
ン

タ
ー
。

◆
対
象　

40
歳
以
上
の
方
。

◆
費
用　

①
胃
・
大
腸
が
ん
検
診

セ
ッ
ト
千
100
円
、
②
胃
が
ん
検
診

の
み
700
円
、
③
大
腸
が
ん
検
診
の

み
600
円
。

※
な
お
、
70
歳
以
上
の
方
（
健
康

保
険
証
な
ど
年
齢
を
証
明
で
き
る

も
の
）、
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
（
医
療
受
給
者
証
）、
生
活
保

護
世
帯
（
生
活
保
護
受
給
証
明

書
）、
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
課

税
証
明
書
）
の
方
は
（　

）
内
の

証
明
書
を
持
参
す
る
と
無
料
に
な

り
ま
す
。

健
康
・
子
ど
も

課
健
や
か
推
進
係

☎（
889
）2
4
0
0（
内
線
524
）

区
民
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
展
示
写
真
を
募
集
し
ま
す

　
「
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
1

枚
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
作
品
を

募
集
し
ま
す
。　

◆
募
集
期
間　

1
月
11
日（
木
）〜

27
日（
土
）。
展
示
は
2
月
中
で
す
。

◆
応
募
方
法　

作
品
（
キ
ャ
ビ
ネ

サ
イ
ズ
ま
た
は
2
Ｌ
サ
イ
ズ
）
を

区
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
サ
イ

ズ
の
も
の
は
、
額
に
入
れ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

清
田
区
民
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
（
清
田
1
条
2

丁
目
）
☎（
883
）2
0
5
0

清
田
区
民
セ
ン
タ
ー

新
春
囲
碁
交
流
会

◆
日
時　

1
月
28
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時
30
分
。

◆
会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
（
清
田

1
条
2
丁
目
）
集
会
室
2
・
3
。

◆
対
象　

区
内
に
お
住
ま
い
か
お

勤
め
の
方
。

◆
定
員　

40
人
（
先
着
順
）。

◆
参
加
料　

無
料
（
昼
食
を
申
し

込
む
方
は
、
昼
食
代
300
円
を
当
日

集
め
ま
す
）。

◆
申
込
方
法　

1
月
12
日（
金
）〜

17
日（
水
）（
土・日
曜
日
を
含
む
）

の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
電
話

か
直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
段
・
級
を
お
聞

き
し
ま
す
。
な
お
、
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
、
締
め
切
り
を
過
ぎ

て
も
受
け
付
け
を
行
い
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
対
戦
方
法　
　

2
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
、
4
局
行
い
ま
す
。

清
田
区
民
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
（
清
田
1
条
2

丁
目
）
☎（
883
）2
0
5
0

　

本
誌
12
月
号
区
民
の
ペ
ー
ジ
2
ペ
ー
ジ
の

「
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流
」
の
本
文
中
の
小

学
校
名
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
平

岡
小
学
校
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

〜
お
詫
び
〜
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1月1日からのお知らせ



　有明小学校児童が、日ごろ通学でお世話になっている北
海道中央バスの乗務員に、感謝の気持ちを伝えました。
　全校児童がアニメソング2曲を演奏。ゲームで交流を深
めた後、各学年の代表者がプレゼントを贈呈。感謝の言葉
とともに、児童手作りのお守りや窓ふき用のぞうきん、メ
ッセージカードなどをしっかりと手渡しました。　

11／22　有明小学校「感謝の集い」▶

　清田区民センターで開かれた「清田区タウントーク」に
100人を超える市民が訪れました。地域の防犯対策につい
て考える「清田区地域防犯ネットワーク会議フォーラム」
の後に行われた上田市長との直接対話では、6人の市民が
発言。市政についての疑問や意見を述べ、市長と意見交換
しました。
※タウントークの概要は、本誌2月号全市版でお知らせします。

◀11／25　清田区タウントーク

　2月に開かれるノルディックスキー世界選手権札幌大会
を盛り上げようと、冬季五輪金メダリストで参議院議員の
荻
おぎ

原
わら

健
けん

司
じ

さんがノルディックスキーの魅力などを語りました。
　北欧など本場の大会では、観客がコース脇を埋めつくし、
ラッパやベルを鳴らして応援する熱狂ぶりを紹介。「そんな
シーンを白旗山でも見たい」と話し、大会観戦を呼び掛け
ました。

11／26　清田区スポーツ講座「おぎわら健
けん

司
じ

氏トークショー」▶

　清田区障がい福祉関係者等ネットワーク会議主催のもち
つき交流会が平岡地区会館で開かれました。
　地域との交流を望む障がいのある方とその家族、同会議
のメンバーのほか、地域住民など約100人が参加。代わる
代わるついたもちは、雑煮やきな粉をまぶして振る舞われ、
「おいしいね」などと話しながら、つきたてをみんなで味
わいました。

◀12／3　もちつき交流会

2007─❶─広報さっぽろ清田

清田区役所のホームページ「きよたＦ
フ ァ ン
ａｎ倶楽部」でも、さまざまな行事の様子を写真

で紹介しています。 http://www.city.sapporo.jp/kiyota/event/photo/

広　告　欄



ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
世
界
選

手
権
札
幌
大
会
の
開
催
ま
で

あ
と
わ
ず
か
。

　

今
回
は
、
会
場
と
な
る
白
旗
山

競
技
場
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、

同
大
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー

世
界
選
手
権
札
幌
大
会
▼

　

冬
季
五
輪
と
肩
を
並
べ
る
こ
の

大
会
は
、
今
回
の
札
幌
大
会
が
ア

ジ
ア
地
域
で
は
初
め
て
の
単
独
開

催
で
あ
り
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

白
旗
山
競
技
場
で
は
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ

ン
バ
イ
ン
ド
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

世
界
の
強
豪
が
繰
り
広
げ
る
熱
い

戦
い
を
、
直
接
会
場
で
応
援
し
て

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。　

　

会
場
内
に
は
、
ベ
ン
チ
シ
ー
ト

と
立
ち
見
席
が
あ
り
、
選
手
を
間

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

　

所
得
税
（
国
税
）
か
ら
住
民
税

（
地
方
税
）
へ
の
税
源
移
譲
に
伴

う
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
九

年
度
分
か
ら
住
民
税
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
は
税
制
改
正
の

目
的
や
内
容
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に

ご
説
明
し
ま
す
。

ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

　

使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
る
国
の

補
助
金
を
減
ら
し
て
、
そ
の
代
わ

り
に
税
源
を
国
か
ら
地
方
に
移
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
体
が
自
ら

の
創
意
工
夫
で
財
源
を
有
効
に
使

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
？

　

税
源
を
国
か
ら
地
方
に
移
す
た

め
に
所
得
税
を
下
げ
、
住
民
税
を

上
げ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
左
上

の
図
の
と
お
り
、
所
得
税
は
現
行

の
4
段
階
か
ら
6
段
階
の
税
率
に

変
更
し
、
住
民
税
の
税
率
に
つ
い

て
は
現
行
の
3
段
階
か
ら
一
律
10

％
に
変
更
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
所
得
税
と
住
民
税

で
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控
除
、
一

般
扶
養
控
除
、
特
定
扶
養
控
除
な

ど
、
控
除
額
に
差
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
住
民
税
の
調
整
措
置

を
新
た
に
設
け
て
い
ま
す
。

競技場で応援しましょう
～ノルディックスキー世界選手権札幌大会 ①～

会
場
内
に
設
置
さ
れ
る
大
型
の
映

像
装
置
で
も
観
戦
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
白
旗
山
競
技
場

で
行
わ
れ
る
競
技
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
本
誌
六
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー

　
　

世
界
選
手
権
札
幌
大
会
の

前
哨
戦
〜
プ
レ
大
会
▼

　

平
成
十
八
年
三
月
十
八
日（
土
）、

十
九
日（
日
）の
二
日
間
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
ス
キ
ー

の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
と
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン

ド
競
技
が
、
プ
レ

大
会
と
し
て
白
旗

山
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ご
協
力

や
、
無
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
観
戦
に
来

た
お
客
さ
ん
の
声

援
で
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
も
、
皆
さ
ん
の
よ
り

熱
い
声
援
で
、
日
本
選
手
の
活
躍

を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎（
889
）2
4
0
0（
内
線
228
）

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
？

　

左
上
の
表
の
と
お
り
、
所
得
税

と
住
民
税
の
負
担
額
の
変
わ
る
時

期
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
所
得
税
が

安
く
な
っ
て
住
民
税
が
高
く
な
る

た
め
、
税
源
移
譲
に
よ
る
負
担
の

増
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
実
際
の
負
担
額
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
九
年
度
住
民
税

（
所
得
税
は
十
九
年
分
）
か
ら
定

率
減
税
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
改
正
内
容
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
区
役
所
課
税
課
窓
口
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配

布
中
の
左
の
小
冊
子
「
大
き
く
変

わ
る
住
民
税
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
《
住
民
税
に
つ
い
て
》

　

課
税
課
市
民
税
係

　
☎（
889
）2
4
0
0（
内
線
282
〜
286
）

　
《
所
得
税
に
つ
い
て
》

　

 

札
幌
南
税
務
署
（
〒
062-

0051　
　

豊
平
区
月
寒
東
1
条
5
丁
目
）　

☎（
853
）1
0
1
1

3％
3％

2％2％

10％
8％

注）この表は税源移譲により、所得税の負担が減り、住民税の負担が増え
　る方を想定しています。

平成19年6月から、
納付する税額が高
くなります。

平成19年6月から、
納付する税額が高
くなります。

平成19年6月から、
徴収される税額が
高くなります。

平成20年3月の確
定申告分から税額
が安くなります。

平成19年2月から、
源泉徴収される税
額が安くなります。

平成19年1月から、
源泉徴収される税
額が安くなります。

【税源移譲前】 【税源移譲後】

所得税

住民税

10％ 5％

20％
10％

20％ 23％
33％ 40％30％

37％

10％
市民税6％

道民税4％

所
得
税

住
民
税

給与所得者 年金受給者 事業所得者

声援を送る観戦客 プレ大会の様子
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第42回　大きく変わる住民税



　

昨
年
の
十
月
二
十
八
日（
土
）に
、

区
民
セ
ン
タ
ー
で「（
仮
称
）清
田
区

地
区
セ
ン
タ
ー
建
設
検
討
委
員
会

住
民
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
な
ど
で
構
成
す
る「（
仮

称
）
清
田
区
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
勉
強
会
）」

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、

•
特
色
を
重
点
化
す
る

•
将
来
を
見
据
え
て
考
え
る

•
よ
り
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
る

と
施
設
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定

め
、
建
設
費
や
施
設
面
積
な
ど
の

制
約
の
中
、
平
成
十
七
年
九
月
に

施
設
の
構
想
案
と
イ
メ
ー
ジ
図
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
構
想
案
を
基
に
、

各
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
設
備
な
ど

の
内
容
や
仕
様
の
ほ
か
、
利
用
者

に
と
っ
て
必
要
な
施
設
の
機
能
に

（
仮
称
）清
田
区
地
区
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
で
決
定
す
る
予
定
で
す
が
、
名
称
を
決
め
る
に
当
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
名
称
案（
愛
称
も
可
）を
募
集
し
ま
す
。

名
称
案（
正
式
名
と
愛
称
名
の
区
別
を
明
記
の
上
）と
そ
の
名
称
に
し
た
理
由
も
添
え
て
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
１
月
31
日（
水
）ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
）。

※
な
お
、
正
式
名
称
に
つ
い
て
は
、「
は
ち
け
ん
地
区
セ
ン
タ
ー
」「
苗
穂
・
本
町
地
区
セ
ン
タ
ー
」の
よ
う
に
、「
●
●
地
区
セ
ン
タ
ー
」と
な
り
ま
す
。

この記事の詳細、問い合わせ先：清田区役所市民部地域振興課地域活動担当（〒004-8613 平岡１条１丁目）
☎889-2400（内線256）  889-2701

つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
平
成

十
八
年
八
月
に
地
域
住
民
、
学
識

経
験
者
、
市
・
区
役
所
職
員
な
ど

総
勢
四
十
二
人
で
構
成
さ
れ
た
建

設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
利
用

者
の
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
、
平

成
十
八
年
十
月
に
基
本
設
計
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
今
回
の
住
民
説

明
会
は
、
検
討
委
員
会
が
検
討
し

た
基
本
設
計
案
に
つ
い
て
広
く
区

民
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

意
見
や
新
た
な
提
案
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
よ
り
使
い
や
す
い
施

設
と
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
検
討
委
員
の
代

表
者
四
人
が
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
各
階
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
施
設

の
外
観
な
ど
、
委
員
会
で
ま
と
め

た
基
本
設
計
案
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
説
明
で
は
、
使
い
や
す

さ
や
自
然
光
の
有
効
活
用
、
防

犯
・
防
災
と
い
っ
た
設
計
の
基
本

と
な
る
考
え
を
発
表
。
そ
れ
を
踏

ま
え
、
一
階
と
二
階
に
自
然
光
が

差
し
込
む「
陽（
ひ
）だ
ま
り
空
間
」

や
、
最
大
二
百
四
十
席
が
配
置
で

き
る
「
多
目
的
室
」
を
は
じ
め
と

す
る
各
部
屋
の
機
能
と
使
い
方
な

ど
の
ほ
か
、
誰
も
が
気
軽
に
交
流

で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
に
工
夫

し
た
点
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
委

員
会
で
の
議
論
を
交
え
な
が
ら
説

明
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
利
用
者
の
目

線
で
見
た
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
」、

「
完
成
が
楽
し
み
な
施
設
」
と
い

っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月

に
設
置
し
た「
運
営
を
考
え
る
会
」

で
、
基
本
設
計
案
を
基
に
、
運
用

方
法
や
施
設
内
の
備
品
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
平
成
二
十
年

四
月
に
、
区
民
の
意
見
を
反
映
し

た
地
区
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る
予

定
で
す
。

▲検討委員による基本設計案の紹介

▲(仮称)清田区地区センター
建設検討委員会住民説明会　

▲地区センターイメージ図(上)と模型(下)

駐 車 場  兼
イベント広場
（最大50台）

ラウンジ兼
集 会・展 示
ス ペ ー ス

身 障 者 用
駐車場（2台）

屋 　　  上
多目的広場

まちづくり
広 　　 場

集　会　室 バルコニー

多 目 的 室

視 聴 覚 室

実　習　室

喫茶コーナー

福祉のまち
推進センター

まちづくり
セ ン タ ー

まちづくり
会   議   室

陽（ひ）だまり
空　　　 間

地区センター
事　務　室

子　育　て
ス ペ ー ス

授　乳　室
小児トイレ

まちづくり
サ   ロ   ン

（建設予定地）里塚2条5丁目
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　平成19年11月4日で、清田区が誕生してから丸10年を迎えます。そこで今回は、10年前を振り返って、清田
区誕生に至る経緯とその頃の様子についてご紹介します。

　

札
幌
市
の
都
市
化
に
伴
い
、
人

口
が
急
増
す
る
中
、
豊
平
区
も
平

成
四
年
当
時
で
約
二
十
八
万
人
以

上
の
人
口
を
持
つ
、
市
内
最
大
の

区
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
背

景
か
ら
、
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
た
め
、
分
区
に
つ
い
て
の

検
討
が
始
ま
り
、
平
成
五
年
に
豊

平
区
の
分
区
素
案
を
ま
と
め
、
平

成
九
年
秋
に
分
区
す
る
と
い
う
方

針
を
固
め
ま
し
た
。

　

分
区
後
の
新
し
い
区
の
境
界
に

つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
区
と
の
境

界
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
道
路
や
河
川
な
ど
を

境
と
し
た
現
在
の
清
田
区
の
区
域

に
確
定
し
ま
し
た
。

　

分
区
後
の
新
区
の
名
称
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
、

住
民
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
く
、

歴
史
的
・
地
理
的
背
景
か
ら
も
そ

の
区
域
を
適
切
に
表
現
で
き
る
名

称
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
七
年
に

『
清
田（
き
よ
た
）区
』
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
清
田
区
役
所

の
開
所
日
は
、
平
成
九
年
十
一
月

四
日
に
決
ま
り
、
区
役
所
の
設
置

場
所
に
つ
い
て
も
、
商
業
、
医
療
、

金
融
と
い
っ
た
機
関
が
集
中
し
て

お
り
、
さ
ら
に
は
新
区
の
中
心
に

位
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

平
岡
一
条
一
丁
目
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

清
田
区
役
所
の
新
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
総
事
業
費
約
六
十
八
億
円

を
か
け
て
区
役
所
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
図
書
館
、
消
防
署
の
四
施
設

が
入
る
総
合
庁
舎
と
し
て
工
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
九
年
十
一
月
四
日
、
人
口

約
十
万
七
千
人
、
世
帯
数
約
三
万

七
千
世
帯
の
緑
豊
か
な
若
さ
と
活

気
に
あ
ふ
れ
た
札
幌
市
十
番
目
の

区
『
清
田
区
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

待
ち
わ
び
た
よ
う
に
新
庁
舎
に

来
訪
す
る
人
、
祝
賀
行
事
に
率
先

し
て
参
加
す
る
人
、
多
く
の
人
が

そ
の
誕
生
を
喜
び
ま
し
た
。

広報さっぽろ
平成7年11月号
清田区の誕生について
初めて掲載されました。

清田区総合庁舎イメージ図（着工前）
建築中の
総合庁舎
総合庁舎外観（上）と１階戸籍住民課内装（下）

《平成9年10月26日》清田区の誕生を祝う区民の集い(右)
《平成9年11月2日》第1回清田区ふれあいコンサート(左)

開所直前に行われた清田区の誕生を祝うイベントには、
多くの区民が参加して、清田区の誕生を喜びました。

広報さっぽろ
平成9年11月号

「清田区民のページ」が
初めて掲載されました。

《平成9年11月9日》
清田区開設記念祝賀会
1,200人もの参加者が清田
区の誕生を祝いました。 最優秀受賞者の表彰

清田区の
シンボル
マーク

市民からの公
募作品563点の
中から選定さ
れました。
大樹と厚別川
を組み合わせ、
全体で清田区
の頭文字の
「Ｋ」を表して
います。 《平成9年11月4日》清田区役所開所時の様子
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